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「組合まつり」エントランス

館林織物連合（協）のブース

桐生刺繍商工業（協）のブース

　

８
月
30
日
、
東
京
都
・
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
組
合
ま

つ
り
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」（
主
催
：
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
に
、
本
会
か

ら
桐
生
刺
繍
商
工
業
協
同
組
合
（
村
田

欽
也
理
事
長
）
と
館
林
織
物
連
合
協
同

組
合
（
山
岸
清
理
事
長
）
が
出
展
し
た
。

　

今
回
の
組
合
ま
つ
り
は
、
東
京
都
に

拠
点
を
置
く
組
合
に
加
え
、「
全
国
物
産
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
全
国
各
地
の

物
産
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
出
展

し
た
組
合
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
創
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

開
催
。

　

会
場
に
は
、
都
内
よ
り
45
組
合
、
全

国
物
産
コ
ー
ナ
ー
に
32
組
合
が
出
展
。

出
展
し
た
製
品
に
つ
い
て
来
場
者
に
熱

心
に
語
り
か
け
る
と
と
も
に
、
各
ブ
ー

ス
間
で
の
交
流
も
行
わ
れ
、
活
気
に
満

ち
た
一
日
と
な
っ
た
。

　

本
県
か
ら
出
展
し
た
桐
生
刺
繍
商
工

業（
協
）で
は
、
刺
繍
を
施
し
た
半
纏
や

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
加
え
、
ワ
ッ
ペ
ン
等
の
刺

繍
小
物
等
を
展
示
販
売
。
同
ブ
ー
ス
に

は
、
亀
山
豊
文
桐
生
市
長
も
応
援
に
駆

け
付
け
、
桐
生
刺
繍
を
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る

場
面
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

館
林
織
物
連
合（
協
）で
は
、
館
林
つ

む
ぎ
の
風
合
い
を
生
か
し
た
カ
ジ
ュ
ア

ル
シ
ャ
ツ
や
各
種
小
物
、
反
物
等
の
展

示
販
売
を
行
っ
た
。
同
ブ
ー
ス
に
は
、

高
品
質
で
独
自
の
風
合
い
を
醸
し
出
す

館
林
つ
む
ぎ
を
、
反
物
で
買
い
求
め
る

目
の
肥
え
た
和
装
愛
好
者
が
次
々
に
訪

れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
両
ブ
ー
ス
に
は
、
主
催
で
あ

る
東
京
都
中
央
会
の
大
村
功
作
会
長
や

京
都
府
中
央
会
の
渡
邉
隆
夫
会
長
ら
が

相
次
い
で
訪
れ
、
高
度
な
技
術
に
支
え

ら
れ
た
刺
繍
製
品
や
館
林
つ
む
ぎ
に
見

入
っ
て
い
た
。

　

村
田
理
事
長
は
、「
今
回
の
出
展
に
よ

り
、
全
国
各
地
の
組
合
に
桐
生
刺
繍
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
く
よ
う
な

相
談
も
寄
せ
ら
れ
、
県
外
展
示
会
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
一
日
と
な
っ
た
」

と
出
展
の
成
果
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
山
岸
理
事
長
も
「
久
々
の
県

外
展
示
会
だ
っ
た
が
、
反
物
を
買
い
求

め
る
来
場
者
が
相
次
ぐ
な
ど
、
首
都
圏

の
和
装
愛
好
者
の
厳
し
い
目
に
も
か
な

う
確
か
な
品
質
で
あ
る
と
認
め
て
い
た

だ
け
た
よ
う
だ
」
と
満
足
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
。

刺繍と綿織物が注目の的
～「組合まつり in TOKYO」に２組合が出展～
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①
知
的
財
産
権
の
取
扱
い
の
明
記

　

 　

中
小
印
刷
業
界
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
印
刷
物
等
の
イ
ラ
ス
ト
や
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
著
作
権
等
知
的
財
産
権
に
か
か
る
価
値
に
つ
い
て
十
分
に

留
意
し
た
契
約
内
容
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
旨
を
明
記
。
今
後
、「
官
公
需

契
約
の
手
引
」
の
解
説
に
改
正
の
趣
旨
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
の

た
め
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
周
知
を
行
う
。

②
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
へ
の
配
慮

　

 　

清
掃
、
警
備
、
自
動
車
運
行
等
の
人
件
費
比
率
の
高
い
役
務
契
約
に
お

い
て
、
毎
月
払
い
等
の
部
分
払
い
を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
繰
り

の
厳
し
い
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
健
全
な
事
業
運
営
に
配
慮
す
る

旨
を
明
記
。

③
最
低
賃
金
額
の
改
定
に
伴
う
契
約
金
額
の
見
直
し

　

 　

人
件
費
比
率
の
高
い
役
務
契
約
で
あ
っ
て
人
件
費
単
価
が
低
い
業
務
（
清

掃
、
警
備
、
自
動
車
運
行
等
）
に
お
い
て
、
年
度
途
中
の
最
低
賃
金
額
改

定
時
に
契
約
金
額
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
公
需
に
お
い

て
最
低
賃
金
額
の
遵
守
に
努
め
る
よ
う
明
記
。

　

佐
藤
氏
は
、
新
た
に
基
本
方
針
に
盛

り
込
ま
れ
た
措
置
の
内
容
（
左
表
参
照
）

や
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
は
「
物
品
納

入
」
と
「
工
事
」
両
方
の
官
公
需
適
格

組
合
証
明
の
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
官
公
需
情
報
を
提
供
し
て

い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
紹
介
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
産
業

政
策
課
補
佐
・
八
木
則
之
氏
が
「
群
馬

県
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
た
め
の
官

公
需
確
保
対
策
」
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

八
木
氏
は
、
今
年
度
、
群
馬
県
で
は

中
小
企
業
者
向
け
発
注
目
標
を
90
％
に

設
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
部
局
等

か
ら
改
善
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

聴
取
を
行
う
な
ど
、
全
庁
を
挙
げ
て
発

注
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
言
及
し
た
。

　

次
い
で
、
本
会
業
務
課
の
八
木
雅
人

主
幹
が
「
中
央
会
の
官
公
需
関
連
事
業
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
官
公
需

適
格
組
合
の
証
明
を
受
け
て
い
る
群
馬

石
積
協
同
組
合
の
橋
本
新
一
理
事
が
、

組
合
の
共
同
受
注
事
業
拡
大
に
向
け
た

活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

こ
の
中
で
橋
本
氏
は
、
発
注
者
側
の

官
公
需
適
格
組
合
制
度
に
対
す
る
一
層

の
理
解
と
中
小
企
業
組
合
の
積
極
的
な

活
用
を
訴
え
た
。

協議会の様子

　

８
月
30
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
庁
に

お
い
て
官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進
協

議
会
を
開
催
し
た
。
本
協
議
会
は
、
官

公
需
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注
機

会
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
当
日
は
、
発
注
側
の

行
政
や
受
注
側
の
協
同
組
合
等
よ
り
34

名
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
、
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
中

小
企
業
課
課
長
補
佐
・
佐
藤
深
幸
氏
が

「
平
成
29
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る

国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

官公需における中小企業・小規模事業者向けの契約目標額は3兆 8,185億円

官公需確保対策地方推進協議会

《平成29年度に新たに講じる主な措置》


